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目的 

船舶建造ファイル（Ship Construction File）の作成／保持／更新は平成
22（2010）年5月のIMO MSC87にて採択され，SOLAS条約の強制要件
となった．当面はタンカーとバルクキャリアーの安全に係わる構造情報が
主対象であるが，GBSの機能要件を満足していることを示す設計／建造情
報の透明性確保即ち，常時船上保管(原則)及び，必要に応じた開示が要求
される．但し，SCFには造船所の高度な知的財産情報も含まれる事から，
設計／建造情報の透明性確保と知的財産保護の両立を目指した解決策を関
連業界間で協議し，一部の高度知財情報の陸上アーカイブセンターでの保
管及び，知財レベルに応じた知財保護手続きの設定などの基本構想と，
SCF業界標準(Industry Standards)による業界の自主的な策定とをIMOに
提案した結果，承認が得られた． 
以上の背景から，SCF業界標準をGBSのTier V(業界標準)の一つとして，
早期に開発・整備を進めていくことが必須となっている． 
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目標 

（１） 造船業界が担当するSCF詳細業界標準(原案)開発に当たっては，日
 本造船工業会(SAJ)がNKの協力の下，韓国・中国・欧州の各造船工
 業会に 先駆け着手し，デファクトスタンダードとすべく主導して
 いく． 
 
（２）日本造船工業会(SAJ)が主導して開発するSCF詳細業界標準(原案)
 をベースにして，海運業界及び船級協会(IACS)も合意するSCF詳
 細業界標準の基幹部分を開発する(平成24（2012）年末)．開発状
 況報告をIMO MSC92(平成25（2013）年5月)へ文書で提出する．
 なお，本研究開発の範囲外であるが，その後もSCF詳細業界標準完
 成へ向け細部の関連業界間調整を継続する． 
 
            ※注：2回の研究期間延長を申入れ，現在に至っている． 
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内容 
① 船上保管SCF情報の定義の実用指針の作成(SCF情報の詳細定義及び図面／図書ｻﾝ

ﾌﾟﾙの提示(業界間で定義が明白な図面／図書を除く) 
② 船上保管SCF情報の知財レベル定義 
③ 船上保管SCF情報(電子／紙)へのｱｸｾｽ法(知財権保護方法)設定(概念) 
④ 船上保管SCF電子情報の保管・ｱｸｾｽ・検索・ｱｸｾｽ記録法開発(ﾊｰﾄﾞ･ｿﾌﾄ:複数
案) 

⑤ 船上保管SCF紙情報の保管・ｱｸｾｽ・検索・ｱｸｾｽ記録法開発(ﾊｰﾄﾞ・ｿﾌﾄ：複数
案) 

⑥ 上記ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾋﾟﾝｸﾞへの参画とﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 
⑦ 陸上ｱｰｶｲﾌﾞ保管SCF電子情報へのｱｸｾｽ/ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ法(知財権保護方法)設定(概
念) 

⑧ 陸上ｱｰｶｲﾌﾞ保管SCF電子情報の保管・ｱｸｾｽ・検索・認証法開発(ﾊｰﾄﾞ・ｿﾌﾄ) 
⑨ 上記ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾋﾟﾝｸﾞへの参画とﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ 
⑩ 陸上ｱｰｶｲﾌﾞの共通仕様・規約設定 
⑪ 国内外他産業界での知財権保護の実態・将来動向(法規、ﾊｰﾄﾞ／ｿﾌﾄ)調査 
⑫ SCF情報に関する標準守秘契約・違反時規定(造船所～船級～船主)設定 
⑬ SCF運用コスト概算 
⑭ 国内全体ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ(ｽｹｼﾞｭｰﾙ管理、予算管理、国内業界間調整) 
⑮ 国際全体ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ(ｽｹｼﾞｭｰﾙ管理、国際業界間調整、IMO等国際機関への対応) 
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研究体制 (1) 
一般財団法人日本海事協会   ※注：2011年4月1日より一般財団法人 
一般社団法人日本造船工業会  ※注：2012年4月1日より一般社団法人 
 （株式会社IHI） ※注：ジャパンマリンユナイテッド株式会社設立時まで参加 
 （株式会社アイ・エイチ・アイ マリンユナイテッド） 
   ※注：2013年1月1日よりジャパンマリンユナイテッド株式会社 
 （今治造船株式会社） 
 （株式会社大島造船所） 
 （尾道造船株式会社） 
 （川崎重工業株式会社） 
 （佐世保重工業株式会社） 
 （株式会社サノヤス・ヒシノ明昌）※注：2011年10月3日よりサノヤス造船株式会社 
 （株式会社新来島どっく） 
 （住友重機械マリンエンジニアリング株式会社） 
 （常石造船株式会社） 
 （株式会社名村造船所） 
 （函館どつく株式会社） 
 （三井造船株式会社） 
 （三菱重工業株式会社） 
 （ユニバーサル造船株式会社）※注：2013年1月1日よりジャパンマリンユナイテッド株式会社 

5 



研究体制 (2) 
GBS-SCF問題ワークキンググループ 

法務 
サブワーキンググループ 

システム 
サブワーキンググループ 

図面詳細定義 
サブワーキンググループ 

① 船上保管SCF情報の定義の実
用指針の作成(SCF情報の詳細
定義及び図面／図書ｻﾝﾌﾟﾙの提
示(業界間で定義が明白な図面
／図書を除く) 

② 船上保管SCF情報の知財レベ
ル定義 

③ 船上保管SCF情報(電子／紙)へのｱ
ｸｾｽ法(知財権保護方法)設定(概念) 

④ 船上保管SCF電子情報の保管・ｱｸｾ
ｽ・検索・ｱｸｾｽ記録法開発(ﾊｰﾄﾞ･ｿﾌ
ﾄ:複数案) 

⑤ 船上保管SCF紙情報の保管・ｱｸｾ
ｽ・検索・ｱｸｾｽ記録法開発(ﾊｰﾄﾞ・ｿ
ﾌﾄ：複数案) 

⑦ 陸上ｱｰｶｲﾌﾞ保管SCF電子情報へのｱ
ｸｾｽ/ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ法(知財権保護方法)設
定(概念) 

⑧ 陸上ｱｰｶｲﾌﾞ保管SCF電子情報の保
管・ｱｸｾｽ・検索・認証法開発(ﾊｰ
ﾄﾞ・ｿﾌﾄ) 

⑩ 陸上ｱｰｶｲﾌﾞの共通仕様・規約設定 

⑪ 国内外他産業界での知財権保護
の実態・将来動向(法規、ﾊｰﾄﾞ
／ｿﾌﾄ)調査 

⑫ SCF情報に関する標準守秘契
約・違反時規定(造船所～船級
～船主)設定 

⑬ SCF運用コスト概算 
⑭ 国内全体ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ(ｽｹｼﾞｭｰﾙ管理、予算管理、国内業界間調整) 
⑮ 国際全体ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ(ｽｹｼﾞｭｰﾙ管理、国際業界間調整、IMO等国際機関への対応) 
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開発の経緯(1) 
2010年10月にGBS-SCF問題WGがスタートし，WG, SWG及び関係者との
協議を経て2011年末に業界標準の初版ドラフトを完成させた． 
以降の各種会合及び内容は次のとおり． 

2012年 3月   第1回造船団体会議（上海） 

2012年 5月   第2回造船団体会議（ロンドン，MSC90期間中） 

2012年 10月 第1回クロスインダストリー会議（デンマーク，BIMCO） 

2013年 6月   第2回クロスインダストリー会議（ロンドン，MSC91期間中） 

出席：CANSI, CESA, KOSHIPA, SCA, SAJ 
内容：初版ドラフトの説明，協議 

出席：CANSI, CESA, KOSHIPA, SAJ 
内容：初版ドラフトの修正案確認，協議 

出席：<船主団体> BIMCO, ICS, INTERCARGO, INTERTANKO 
         <造船団体>   CESA, SAJ 
         <IACS>        LR 
内容：初版ドラフトの説明，協議 

出席：<船主団体> BIMCO, ICS, INTERCARGO, INTERTANKO 
         <造船団体>   CANSI, KOSHIPA, CESA, SAJ 
         <IACS>        LR, NK 
内容：初版ドラフトの船主団体の意見，修正について協議 
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開発の経緯(2) 
第2回クロスインダストリー会議後，船主団体の要望を整理しながらトライ
パタイト等を利用して造船団体で修正を行い，2014年9月に修正版を完成さ
せた． 

2015年 2月   第3回クロスインダストリー会議（ロンドン，OCIMF） 

2015年 7月   第4回クロスインダストリー会議（ロンドン, OCIMF） 

出席：<船主団体> OCIFM, BIMCO, ICS, INTERCARGO, INTERTANKO 
         <造船団体>   CANSI, CESA, SAJ 
         <IACS>        LR, NK, ABS 
    <AC>          NK Archive Center  
内容：改定版について協議，NKACのシステム説明 

内容：詳細部を含んだ内容確認 

2015年 9月   Drafting Groupによる最終化 
内容：各団体から選出したメンバーによる最終化 
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Ship Construction File Industry Standards (1) 
基本コンセプト 

 SCFはSOLAS II-1/3-10 (GBS) による要求 
 SCFはGBSの機能要件(Tier II) に適合した設計・建造に関する特 定の
  情報(主として船体構造)を含んだ情報 
 船上で常時必要なSCFは船上保管．常時必要でなく，且つ，知的財産の
  高いSCFは陸上アーカイブセンターに保管すべき 
 SCFは知的財産に配慮しつつ，設計の透明性を確保すべき 
 知的財産が高レベルの情報はアーカイブセンターに保管する 
  知的財産が高レベルな情報は下記のもの 

 ヤード図 
 線図 
 強度計算書      

以上を踏まえ，SCFとして必要な情報を整理，また，造船所(IP Holder), 
船主(Access Right Holder), Archive Centerそれぞれの必要要件につい
て業界標準で定めた 
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Ship Construction File Industry Standards (2) 
構成 
構成は次のとおり 
 
Executive Summary 
Ship Construction File Industry Standards (SCF-IS)【Tier I】 
Unified Interpretation of SCF-IS (UI of SCF-IS)【Tier II】 
 
当初，業界標準1部構成で進めていたが，基本コンセプト，詳細規定をそれぞれ
でまとめ，更に解説書を作成して上記3部構成とした． 
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Concept 

Detail Detail 

SCF-IS  

Concept 

UI of SCF-IS  Old SCF-IS  

+ 解説 

Executive Summary 



Ship Construction File Industry Standards (3) 
IP Level 
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MSC87文書ではMinimum, Low, 
Medium, Highの4 Levelであったが,
協議を進める中で3 Level→2 Level
に修正を行った． 



Ship Construction File Industry Standards (4) 
詳細定義 
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MSC.1/Circ. 1343で示される必要な情報で不明確な部分について，詳細な定義
を行った． 



Ship Construction File Industry Standards (5) 
システム関係 
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紙図面・電子図面それぞれについて手続き方法を共同研究で審議しながら進め
た．特に電子図面の手続きについてはNKアーカイブセンター関係者と情報を共
有しながら進めさせて頂いた． 
 
SCF電子図面閲覧に関して，UIにIC-IDカードによる認証を例として記載し，
更に，or equivalentとして発展性を持たせた． 
同様に，将来を見込んでインターネットアクセスについてもUIに記載した． 
 
船上SCF電子図面閲覧に関して，現時点でのNKアーカイブセンター仕様は下記
となっている．また、インターネットアクセスによりアーカイブセンター保管
の船上SCF電子図面の閲覧も可能（仕様は別途業界標準に倣う）． 
 

 SDカードによるViewerソフト(専用Viewerでの閲覧)及び電子図面の
提供 

 IC-IDカードによる第２認証 
 アクセスログの記録 

 



NKアーカイブセンターとの連携 (1) 
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2014 ASEFプレゼン資料 (NK殿作成) 



NKアーカイブセンターとの連携 (2) 
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2014 ASEFプレゼン資料 (NK殿作成) 



NKアーカイブセンターとの連携 (3) 
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2014 ASEFプレゼン資料 (NK殿作成) 



NKアーカイブセンターとの連携 (4) 

17 
2014 ASEFプレゼン資料 (NK殿作成) 



NKアーカイブセンターとの連携 (5) 
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2014 ASEFプレゼン資料 (NK殿作成) 



スケジュール 

2015年 7月16日  第4回クロスインダストリー会議（ロンドン, OCIMF） 
 
2015年 9月10, 11日 Drafting Groupによる最終化 
 
2015年10月16, 17日 Tripartite Meetingで発表, 承認 
 
2016年3月  MSC96に提出 
 
2016年5月  MSC96で報告 
 
2016年7月1日  GBS適用 (建造契約) 
 
2020年7月1日  GBS適用 (竣工船) 
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まとめ 
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  SAJが主体となり，CESA, CANSI, KOSHIPA, SCAの意見を調整し、
 Executive Summary, Ship Construction File Industry Standards,   
 Unified Interpretation of Ship Construction File Industry  
 Standardsの造船団体案をまとめた． 
  更に，船主団体，IACSについても各種意見交換を行い，各団体の意見
 を調整した． 
  現在，主要な懸念事項を主な業界団体と事前協議の上，最終案を業界団
 体に提示し，ほぼ合意が得られる見通しをつけた． 
  NK殿と共同でSCF図面閲覧システムについて進めさせて頂いた．また，
 NKアーカイブセンターのシステムを利用した本船完成図書保管サー
 ビスの試用に関して，メンバー造船所が協力して参加した． 
  Tripartite, ASEF, クロスインダストリー会合でNKアーカイブセンター
 を紹介し，NKアーカイブセンターが業界標準となる様，共同で進めた． 
  今後もNKアーカイブセンターの普及関して，協力して進める． 
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